
～

様式第３号 （第６条関係） （戸別浄化槽）
受 付 区 域 確 認 負担金確認 設 計 確 認 係 長 課 長 補 佐 課 長 確 認 番 号

第　　　　　　　　　号

受 付 年 月 日 印 整 備 区 域 公 示 日 ．　　　　　． 確 認 年 月 日 印
 □共通（　　　　　　　　　　）  □信州新町（　　　　　　　）
 □戸隠（　　　　　　　　　　）  □中条（　　　　　　　　　　）
 □鬼無里（　　　　　　　　　）

融 資 あ っ せ ん 申 込 □有　　　　　□無
高 齢 者 助 成 金 申 込 □有　　　　　□無

工事検査手数料
納付
確認

同 時 完 了 検 査 □有　　　　　□無
円

給 水 装 置 工事 承認 番号 第 号

排水設備工事計画確認申請書
（宛先）長野市上下水道事業管理者　　　

　次のとおり排水設備工事を施行したいので、確認してください。

※太枠内はすべて記入してください。

申 請 日 令和　　　年　　　月　　　日

(

申
請
者

)

排
水
義
務
者

住 所 〒　　　　－

フ リ ガ ナ

電話番号 （　　　　）　　　　－
氏 名

使
用
者

住 所 〒　　　　－

フ リ ガ ナ

電話番号 （　　　　）　　　　－
氏 名

設 置 場 所 長野市

建 物 用 途 □一般住宅　□併用住宅※　□共同住宅※　□業務用※
※欄ﾁｪｯｸ時は
施設名称・業

工 事 内 容
□新　設　―　□新　築　　□簡易水洗切替　　□汲取り便所切替

□改　造 （改　築）　　□増　設　　□布　設　　□仮　設　　　　　□移　行

放 流 先 □側溝　　□河川　　□用水　　□地下浸透　　□ポンプ

特 定 施 設 □有　　□無　　（種類：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

除 害 施 設 □有　　□無　　（種類：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

工 事 期 間 着手予定日 令和　　　年　　　月　　　日 完了予定日 令和　　　年　　　月　　　日

戸 別 浄 化 槽
の 申 出

□設置　　□移行 設置・移行申出日 令和　　　年　　　月　　　日

使 用 水 源 □市水　　□県水　　□井戸水　　□簡易水道・地区水道　　□その他（　　　　　　　　　　　　）

メ ー タ ー 情 報
( 複 数 個 の 場 合 は
水道ﾒｰﾀｰ一覧表)

個数 個 口径 mm 番号
製造
年月

※県営水道のみ記載

給 水 装 置 工事 □有　自社　　　□有　他社（会社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　□無

融資・助成金等 融資あっせん　□有　　□無 高齢者助成金　□有　　□無

（裏面へ）

排 水 設 備 指 定 工 事 店

電 話 番 号

排水設備工事責任技術者

記載例

３ ７ ２０ 工事着手予定日前の３０日以内に申請してください。

３８０ ８５１２ 長野市大字鶴賀緑町１６１３

長 野 太 郎

ナガノ タロウ

０２６ ２２４ ５０７５

排水義務者欄は

もれなく記載してください。

同 上

使用者欄は、排水義務

者（申請者）と異なる場

合に、もれなく記載してく

ださい。

大字鶴賀緑町１６１３－１、１６１３－２

理容室兼住宅

ヘアートラップ

３ ８ １９ ３ ３０１０

該当する特定施設の種類を記載してください。（特定施設番号でも可）

該当する除害施設の名称を記載してください。

該当する水源全てに

チェックしてください。

４ 別紙

同時に行う給水装置工事の有無をチェックしてください。

㈱ながの下水道

（０２６）２２６－４９１１

中 条 一 郎

新設メーター、井戸メーター、散水栓専用メーター等、

全てのメーターの個数を記入してください。

３ ３０９



本申請内容は、排水義務者の同意並びに現地調査のうえ確認しました。排水設備工事責任技術者

※太枠内はすべて記入してください。

誓
約
事
項

・工事申請に際し、長野市戸別浄化槽の管理に関する条例に基づき下水は汚水と雨
水に分流し、汚水は排水設備により戸別浄化槽に放流し、雨水は合流させないことを
誓約します。
・工事の施行に際し、他人の土地や家屋あるいは排水設備を使用することにより生じ
た問題は、当事者間において解決します。また、土地や家屋を譲渡するとき又はこれ
に類する行為を行うときは、本事項を継承することを誓約します。

排水義務者（申請者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

排水設備指定工事店

排水設備工事責任技術者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

申請項目チェック表

※工事店確認欄は、○印（該当）もしくは斜線（非該当）で記入してください。

（事前調査項目）　【施工基準第２関係】
工事店
確認欄

受付
確認欄

1 下水道処理区域の内外と供用開始日を確認した。 ○

2 取付管の有無とその位置と高さを確認した。 ○

3 設置する土地及び使用する排水設備の権利関係を確認した。 ○

4 既設排水設備の使用状況や建物用途、営業内容を確認した。 ○

5 使用水源（水道メーター等）やその系統、既設排水設備の系統を確認した。 ○

6 隣接道路の拡幅計画や建築基準法による道路後退の有無を確認した。 ○

（事前協議項目）　【施工基準第３関係】
工事店
確認欄

受付
確認欄

1 新たに取付管を設置する工事のため、事前協議のうえ届出をした。

2 排水区域外の汚水を下水道に流入させる工事のため、事前協議のうえ届出をした。

3 工場または事業場に排水設備を設置する工事のため、事前協議のうえ届出をした。

4 私道内共同排水設備工事補助金の交付を受けるため、事前協議し提出書類を整えた。

5 宅地内排水ポンプ設備設置事業補助金の交付を受ける、事前協議し提出書類を整えた。

6 排水設備設置義務の免除を受ける工事のため、事前協議し提出書類を整えた。

7 汚水排除量認定メーターを設置する工事のため、事前協議し提出書類を整えた。 ○

（添付書類項目）　【施工基準第１７関係】
工事店
確認欄

設計
確認欄

1 申請書の太枠内に、未記入や誤記の無いことを確認した。 ○

2 排水区域外の建物の汚水を流入させるため、公共下水道特別使用許可書(写)を添付した。

3 除害施設の設備がある建物であるため、阻集器設置届を添付した。 ○

4 水道水以外の水源を利用するため、汚水排除量認定用メーター設置申請書を添付した。 ○

5 他人の土地へ排水設備を設置するため、排水設備設置承諾書を添付した。

6 他人の排水設備を使用するため、排水設備使用承諾書を添付した。

7 土地改良区への水路使用料を停止する地区のため、同意書を添付した。

8 敷地内に複数の水道メーターが存在するため、水道メーター使用者一覧表を添付した。 ○

9 一社指定の材料を使用するため、使用材料承認願を添付した。

10 合併浄化槽から下水道へ切り替えるため、浄化槽廃止届を添付した。

11 敷地内に一部未接続の排水設備があるため、確約書を添付した。

（図面関係項目）　【施工基準第１６関係】
工事店
確認欄

設計
確認欄

1 隣地境界線、隣接道路、方位、縮尺、敷地内建物を表示した。 ○

2 使用水源（水道メーター、汚水排除量認定メーター）の位置を表示した。 ○

3 各階層ごとの屋内排水設備と系統を、記号等を使用してその位置を表示した。 ○

4 屋外にある排水設備（温水器や散水栓等、既設浄化槽など）の位置を表示した。 ○

5 各階を繋ぐ排水管（立管）がある場合の管種や口径を表示した。 ○

6 トラップ付き掃除口を使用する場合の２重トラップ防止策について表記した。 ○

7 各種記号、段差桝、区間距離、追加距離、管径、管勾配の表示と数値の整合を確認した。 ○

8 使用材料の規格や数量を確認した。 ○

9 ３階建て以上の建物であるため、系統図を作成し添付した。

長 野 太 郎

㈱ながの下水道

中 条 一 郎



～

様式第３号 （第６条関係） （戸別浄化槽）
受 付 区 域 確 認 負担金確認 設 計 確 認 係 長 課 長 補 佐 課 長 確 認 番 号

第　　　　　　　　　号

受 付 年 月 日 印 整 備 区 域 公 示 日 ．　　　　　． 確 認 年 月 日 印
 □共通（　　　　　　　　　　）  □信州新町（　　　　　　　）
 □戸隠（　　　　　　　　　　）  □中条（　　　　　　　　　　）
 □鬼無里（　　　　　　　　　）

融 資 あ っ せ ん 申 込 □有　　　　　□無
高 齢 者 助 成 金 申 込 □有　　　　　□無

工事検査手数料
納付
確認

同 時 完 了 検 査 □有　　　　　□無
円

給 水 装 置 工事 承認 番号 第 号

排水設備工事計画確認申請書
（宛先）長野市上下水道事業管理者

　次のとおり排水設備工事を施行したいので、確認してください。

※太枠内はすべて記入してください。

申 請 日 　　　　　　年　　　月　　　日

(

申
請
者

)

排
水
義
務
者

住 所 〒　　　　－

フ リ ガ ナ

電話番号 （　　　　）　　　　－
氏 名

使
用
者

住 所 〒　　　　－

フ リ ガ ナ

電話番号 （　　　　）　　　　－
氏 名

設 置 場 所 長野市

建 物 用 途 □一般住宅　□併用住宅※　□共同住宅※　□業務用※
※欄ﾁｪｯｸ時は
施設名称・業

工 事 内 容
□新　設　―　□新　築　　□簡易水洗切替　　□汲取り便所切替

□改　造 （改　築）　　□増　設　　□布　設　　□仮　設　　　　　□移　行

放 流 先 □側溝　　□河川　　□用水　　□地下浸透　　□ポンプ

特 定 施 設 □有　　□無　　（種類：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

除 害 施 設 □有　　□無　　（種類：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

工 事 期 間 着手予定日 　　　　　年　　　月　　　日 完了予定日 　　　　　年　　　月　　　日

戸 別 浄 化 槽
の 申 出

□設置　　□移行 設置・移行申出日 　　　　　年　　　月　　　日

使 用 水 源 □市水　　□県水　　□井戸水　　□簡易水道・地区水道　　□その他（　　　　　　　　　　　　）

メ ー タ ー 情 報
( 複 数 個 の 場 合 は
水道ﾒｰﾀｰ一覧表)

個数 個 口径 mm 番号
製造
年月

※県営水道のみ記載

給 水 装 置 工事 □有　自社　　　□有　他社（会社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　□無

融資・助成金等 融資あっせん　□有　　□無 高齢者助成金　□有　　□無

（裏面へ）

排 水 設 備 指 定 工 事 店

電 話 番 号

排水設備工事責任技術者



本申請内容は、排水義務者の同意並びに現地調査のうえ確認しました。排水設備工事責任技術者　

※太枠内はすべて記入してください。

誓
約
事
項

・工事申請に際し、長野市戸別浄化槽の管理に関する条例に基づき下水は汚水と雨
水に分流し、汚水は排水設備により戸別浄化槽に放流し、雨水は合流させないことを
誓約します。
・工事の施行に際し、他人の土地や家屋あるいは排水設備を使用することにより生じ
た問題は、当事者間において解決します。また、土地や家屋を譲渡するとき又はこれ
に類する行為を行うときは、本事項を継承することを誓約します。

排水義務者（申請者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

排水設備指定工事店

排水設備工事責任技術者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

申請項目チェック表

※工事店確認欄は、○印（該当）もしくは斜線（非該当）で記入してください。

（事前調査項目）　【施工基準第２関係】
工事店
確認欄

受付
確認欄

1 下水道処理区域の内外と供用開始日を確認した。

2 取付管の有無とその位置と高さを確認した。

3 設置する土地及び使用する排水設備の権利関係を確認した。

4 既設排水設備の使用状況や建物用途、営業内容を確認した。

5 使用水源（水道メーター等）やその系統、既設排水設備の系統を確認した。

6 隣接道路の拡幅計画や建築基準法による道路後退の有無を確認した。

（事前協議項目）　【施工基準第３関係】
工事店
確認欄

受付
確認欄

1 新たに取付管を設置する工事のため、事前協議のうえ届出をした。

2 排水区域外の汚水を下水道に流入させる工事のため、事前協議のうえ届出をした。

3 工場または事業場に排水設備を設置する工事のため、事前協議のうえ届出をした。

4 私道内共同排水設備工事補助金の交付を受けるため、事前協議し提出書類を整えた。

5 宅地内排水ポンプ設備設置事業補助金の交付を受ける、事前協議し提出書類を整えた。

6 排水設備設置義務の免除を受ける工事のため、事前協議し提出書類を整えた。

7 汚水排除量認定メーターを設置する工事のため、事前協議し提出書類を整えた。

（添付書類項目）　【施工基準第１７関係】
工事店
確認欄

設計
確認欄

1 申請書の太枠内に、未記入や誤記の無いことを確認した。

2 排水区域外の建物の汚水を流入させるため、公共下水道特別使用許可書(写)を添付した。

3 除害施設の設備がある建物であるため、阻集器設置届を添付した。

4 水道水以外の水源を利用するため、汚水排除量認定用メーター設置申請書を添付した。

5 他人の土地へ排水設備を設置するため、排水設備設置承諾書を添付した。

6 他人の排水設備を使用するため、排水設備使用承諾書を添付した。

7 土地改良区への水路使用料を停止する地区のため、同意書を添付した。

8 敷地内に複数の水道メーターが存在するため、水道メーター使用者一覧表を添付した。

9 一社指定の材料を使用するため、使用材料承認願を添付した。

10 合併浄化槽から下水道へ切り替えるため、浄化槽廃止届を添付した。

11 敷地内に一部未接続の排水設備があるため、確約書を添付した。

（図面関係項目）　【施工基準第１６関係】
工事店
確認欄

設計
確認欄

1 隣地境界線、隣接道路、方位、縮尺、敷地内建物を表示した。

2 使用水源（水道メーター、汚水排除量認定メーター）の位置を表示した。

3 各階層ごとの屋内排水設備と系統を、記号等を使用してその位置を表示した。

4 屋外にある排水設備（温水器や散水栓等、既設浄化槽など）の位置を表示した。

5 各階を繋ぐ排水管（立管）がある場合の管種や口径を表示した。

9 ３階建て以上の建物であるため、系統図を作成し添付した。

6 トラップ付き掃除口を使用する場合の２重トラップ防止策について表記した。

7 各種記号、段差桝、区間距離、追加距離、管径、管勾配の表示と数値の整合を確認した。

8 使用材料の規格や数量を確認した。


